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}母親に近寄ってば離れていく男の子

Ｋ男：初診時３歳10カ月。知的発達水準：軽度精神遅滞。

主訴：自閉症ではないか。どのように接したらよいか教えてほしい。

発達歴：周産期，とくに異常はなく，満期正常分娩。母乳で育てたかったが；母乳が

出なかったので人工栄養で育てた。乳幼児期早期はよく笑っている子だった。抱っこも

好きでよく求めてきた。そのため当時は母親として違和感をまったく抱かなかった。し

かし，１歳をすぎてもことばが出ないことが少し気になり始めた。でもいつかは出るだ

ろうと思っていた。

１歳半健診で，頭に布を置いたときに布を取り払うかどうかの検査を受けたら，Ｋ男

は布を取り払わなかった。検査中はずっとなされるがままで，まったく抵抗を見せるこ

とはなかった。そのため，おかしいなと一瞬思った。しかし，当時行きつけのホームド

クターからは大丈夫でしょうと言われた。

２歳を過ぎても，名前を呼んでも振り返らないのが気になり始めた。しかし当時，姉

の中学進学の受験で母親は忙殺されていた。毎日姉の塾への送迎をしたり，勉強の手伝

いをしたりして，姉の受験勉強に心血を注いでいた。幸いＫ男はおとなしくて手がかか

らなかったので，それをよいことにしてあまりＫ男には手をかけなかった。２歳ころか

ら同じ年頃の子どもを怖がるようになり，またさかんに同じことを繰り返すようになっ

た。ことばの遅れもみられ，気に入ったせりふばかり口にする。要求はことばでは表現

することなく，親の手を引いて欲しい物のほうまで連れて行っていた。

３歳で幼児教室に通い始めた。そこで担当者に｢コミュニケーションがおかしいです

ね｣と指摘された。母親はそれを聞いてたいへん聴いたが,そのときは半信半疑だった。

しかし，父親はそれ以前から気にしていた。そのため，両親はＫ男のことをめぐってよ

く言い争いをした。まもなく，子ども福祉センターに出かけたところ，そこで自閉症と

言われた。さっそく週１回の療育を受けるようになった。

３歳半でことばが出始めたが，独り言で同じフレーズを繰り返すことが多く，会話に

はならなかった。その後まもなく筆者の外来を受診した。
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家族そろって診察室に入ろうとすると，Ｋ男は少しいやがり抵
抗を見せた。初めての部屋で怖かったのであろうがｂまもなく親
と一緒に入室することはできた。診察室の雰囲気で少し落ち着き
始めると，部屋に研かれた玩具を手当たりしだいに手に取って扱
い始める。すぐに母親のほうに視線を向けて．顔色をうかがうよ
うにして手に取った玩具を扱うのをやめる。玩具のほうに行った
かと思うと,すぐにソファに座っている母親のほうに戻ってくる。
そうかと思うと，すぐにまた継親から離れて玩具のほうに行って
しまう。そして，再び母親のほうに戻ってくる。このように経親
のほうに近づいたかと思うとすぐに離れるという行動パターンを
しばし繰り返していた。母親はソファに座ったまま，速くからＫ
男にさかんに指示的なことばをかけていた。．
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を繰り返していた。

両親との話に熱ｶﾐ入っていたときであった。Ｋ男は一つの小さ

な積み木を手に持って，父親の頭にそれを乗せようとしたのであ
．ろうか,父親のほうに近づいていった｡峨親はそれを）,l‘てすぐに
くだめでしよ！〉と強い潤子でK男に注意した。吐親はＫ男の－．準

も、

手一投足に対して，他人に迷惑をかけないかとかなり過敏になっ

ていたのであろう。Ｋｿjの行動すべてにわたり否定的に受け止め
やすい状態になっていた。母親はこの１年間，姉の世話ばかりし
ていて.Ｋ男を放っておいたことに強い罪悪感をもっていること

も語った。自分の育て方が悪かったから，Ｋ男がこうなったので
はないかと''1分を資めあ気持ちが強いことが感じられたのであ筋。

Ｋ男は母親に対して櫛ってもらいたい(11．えたい)という気持ち
が強いことが,何度も母親のほうに戻る行助で感じられたが，な
ぜか母親に近づいてはすぐに離れてしまっていた。ここにＫ男の
敬いアンビバレンスが感じ取られたが，それを強めている要因の
一つに．母親のＫ男の行動に対する過敏な反応があると思われた。
なぜなら，Ｋ男は母親に甘えたいという思いをもちつつも，母親
からの注意や指示の言葉かけによって突き放されるような感じを
抱き‘容易に近づけない状態にあると思われたからである。
それでも，Ｋ男がさかんに母親の顔色をうかがう行動(母親参

照といわれる行IlMIである)を凡ていて，縦稀はそれを．ノリ:親を頼
りにしているサインとして肯定的にとらえることができた。さら
には，Ｋ男の表1Wを見ていると，時に恥ずかしそうに，うれしそ
うに，そしていやそうにしていることから，Ｋ男の気排・らがこち
らに伝わりやすいことも感じ取り，そのことも猷親に伝えた。つ
まりはここで縦者はＫ男の気持ちの動きを，代弁しながら避親に
説ﾘＩしていたのである(｢誰ffの助言l｣の項で砕述)。
Ｋ男は箪帝のそばにもよく接近す為が‘こちら力弛きかかえよ

うとすると，激しく拒否して．身体を固くして抵抗を見せた。そ
れでも何度か試みているうちに‘Ｋ男の身体はしだいに柔らかく
なり・抵抗が沖れていく手ごたえを感じた。しばらくは先ほどの
母親に対して見せたように,縦者のほうに接近しては離れ為こル
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そこで縦者は以下のように両親に助言した。まずはＫ男が母靴
のほうに近づいては離れていくことを灘り返す行勤の意味を取り
上げて，Ｋ男は母親に対して構ってもらいたい気持ちがとても強
いのだが６いざ近づくとなぜか不安緊張が高まり離れていく気持
ちになっているのではないかと説明し，いまのＫ男には母親に対
する強いアンビバレンスがはたらいていることを述べた｡その際，
Ｅｔ親に対する強い思いを廿定的に取り上げ；強鋤しておいた。つ
いで，両親にはＫ男を｢自閉症だから○○だ]と一般の自閉症珊界●Q

に当てはめるような,教条的で間篭的なイメージをもたないよう
に述べあとともに，Ｋ男のいろいろな行勤が彼のどのようなここ
ろの動きを反映しているのか．じっくり見ていくことが大切だと
付け加えた。そして，母親には，Ｋ男の気になる行動に対して指
示的な首動を極力減らすようにと助首した。

初診時の親子のかかわり合いの特徴

ｅ第２～３回

母親は子ども二人の世禰でかなり強い疲労感を訴えていた。そ
のため容易には１３:親の苛立ちはﾉＩ跡&しなかった.それを察してか，
Ｋ男は母親に相手をしてほしそうな助きを見せるのだ菰表立っ
ては相手を要求しない。一人で玩具を前にして‘手を出してはす
ぐにその手を引こうとす為など‘玩典を扱うことにもためらう気
排ちが強く感じられた。そうしたＫ男の行勤が峨帆のいらだちを
いっそう強めるという負の循環が二人の間をさらに雌しいものに
していた。しかし，華者はそのことをここでことさら取り上げる
ことは控えた｡母親のI澱感を賊めあだけだと思われたからであ
る。母親の波労感をいかにして緩和するかということにこころを

母親に対する強いアンビバレンス

筆者の助言１
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蒋板が変わっていることに気づき，その看板が丸くなっていたと

《いうのである｡Ｋ男はそのことを自分に伝えたかったのだとその瀬
とき初めて気づいた｡それがlU:肌にもわかり,とてもうれし､く･なっ

………曇'……識たというのである。
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た。先I.Iからくお弁当屋さん，丸くなった>ときかんに母親に言っ

ていたことを思い出した。即座にはわからなかったが，その店の
がいると背筋を伸ばしていないといけないようで，いつもぴりぴ

りしていたというのである。

これまで縦考は猷親との間で，Ｋ男にかかわる際の母親自身の

気持ちを術に取り上げて確認してきた。母親はＫ男の行動を見て

いると，なぜかせかせたくなぁI､1分の気持ちに気づくことによっ

て，このような思い出が想起されていったのである。このような

思い出話から，（Ｋ男の)母親自身も親に対して甘えをめぐるアン

ビバレンスの強い子ども時代を過ごしたことが明らかになってき

たのである。

○第６回(２カ月後）

母親に少しずつ落ち若きが感じられるようになってきた。第４

回で兼若に，ゆったりと柵えて，Ｉ‘1分から積極的にはたらきかけ

る必要はないと言われたことが救いとなっていることが語られ

た。このように母親には自分の内而を振り返ろうとする内省的態

度力Ⅵ載れつつあった。

そこで縦者は母親に次のようなことを考えてもらった。Ｋ男の

遊びを見ていて．動き，テンポをどう感じるかと尋ねた。すると

'~慌ただしい｣｢せかせかした感じ｣と答えるとともに，母親自身も

慌ただしくて飽きやすいことに自ら気づいて語るようになった。

自分もそうだということに気づいたのである。そこで‘錐荷はＫ

男のいまの状態を見ていると.｢せき立てられる感じで｣｢(自分が）

なにかに動かされているように感じられる｣と母親に伝えること

で，母親にもいまの自分の生活力聯'111に追われて．鋼.Ｉ慌ただし

く，せかされるような感じであることに目を向けてもらった。母

子双方の慌ただしい感じが，両粁間で負の循環を生んでいること

に気づいてもらうことがねらいだった。

このような説明は峨親にはとても納得のいくものであったよう

で，治鯛州始当初の自責感は薄らぎ,錐者の助言を前向きに受け

止めていた。

③第８～９回(３カ月後）

母親の口から，先1.1京族で旅行に出かけたときのエピソードが

語られた。旅館に行くまでの道中．長い坂道だったが卜最初Ｋ男

は｢歩く！」と元気よく堂言して張り切っていた。しかし．しだい
、Ｌ

に波れてきたのが抱っこを饗求してきた。〃:肌は，さっき141分で

歩くと荷ったでしよ，と励ましたときだった。Ｋ男は穏やかで甘

えた口調冠く大きな船はタグボートを運ぶｌ〉と要求したという

のである。〈タグボート(自励は大きな船(父親)が運んでくれ

る！〉と言いたかったのだろうと隊親はすぐにわかり，そのこと

を父親に伝えると，すぐに父親が抱っこをしてくれて，無事目的

地に到論することができたというのである。

このようなエピソードを語るとき．母親はＫ男の気持ちが理解

期母子二人の世界蝿”
グ'R｜

このような感動的なエピソ上ドを，まるで子どものように，素
直に，うれしそうに兼考に報告する母親の態度がとても印象的で

あった。このことが契機となって，母親もＫ男に合わせて遊びに

参加しようとする積極的な姿勢が見られ始めた。

ぎこちないながらも鍬親は子どもの動きに少しずつ合わせるよ

うになっていった。Ｋ男はそんな母親の関与がうれしくて仕方の

ない;１軒である。母親と縦蕃が話し始めると，二人のlIIjに削って

入り，母親を自分のほうに引っ張って，母親と二人でポールテン

トの中に入って遊び飴めた。周囲から守られた〒番安心できる場

所にlﾘﾋ親と一緒に入って遊んでいるのである。剛端が母親と話を

してい愚と，錐瀞の足をさりげなく踏んで去うていく。舗者に対

する親近感と怒りの感怖をこのようなさりげない行動で示してい

ることに"錐者はK男の控えめで溌嘘しい麹を微笑ましく
感じ取り,それを“に語ることによる竜,輪蝋鄭男の何げな
い行動の背後に．いかにＫ男の気持ちが反映していあか，しだい

に気づくようになっていった。

１
“

Ｉ
‐

、第７回

以前，母親はＫ男の言動の意味がまったくわからず，注意ばか

りしていたが，このころにはＫ男の言動の意味が少しずつわかる

ようになってきたことを．新しい発見をしたようにうれしそうに

11記に緋いてきて誰者に見せてくれた。そこには次のようなエビ

ソードカ織られていた。

二人で外出していたときだった。Ｋ男がさかんに吐親に何か

言っているのだがｂそれがわからなくてどうしてよいか困ってい

罰



このIijiのセッションでの一珊而である。共同治縦者とIくりjが遊

んでいた。すると突然K男が母親のほうに接近して．頭を冊:親の
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1い靖轟!>はたらきかけた｡するとK男はすぐさ書母親に言われたよ

､::うに’ｻﾝドバｯｸのほうに行って叩いたのである｡

■

何げない言動の背後にはたらいているものに着
目する

このとき縦者はとても聴いた。Ｋ男は(アンピバレントながら

も)猷親に甘えたくて飛び込んでいった。たしかに，母親は一時

Ｋ男を受け入れたのであるが，すぐさまＫ男をほかの遊びに誘う

ことで.彼の関心をほかのことに移そうとしたのである。なぜこ

のような行動が111雌に現れたのか，そのことをすぐにその場で取

り上げ；一緒に考えることにした。なぜならＫ男がせっかく母親
を求めて接近し，屈折したかたちではあっても勢いよく抱きつい

甘えてくるＫ男に，思わず遊びを誘う母親
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ｒ できたことを心底喜んでいるのがひしひしと伝わるのだった。 く感じ入ったようで，しみじみとした語りは誰者のこころにも深

く智いてくるものがあった。

このようなエピソードを重ねることによって，母親はＫ男の側
頃の言動の意味を感じ取ることが容易になるとともに，そのこと
をＫﾘjに伝えることで二人の関係は急速に深まっていった。それ

は見ていてとても微笑ましい光殿に映った。毎回筆者に届けてく
れる日記には．日頃の何げない出来事のなかでのうれしい発見が
楽しそうな文而で綴られていた。

Ｉ
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てきたのである。それにもかかわらず，なぜ母親はＫ男の気持ち

（11.え)をしっかりと受け止めることができなかったか，そのこと
を問題にしたかったのである。

するとすぐに，母親は以下のことを滞り始めた。白分の父親が
'ｲl訓人lH1で休みなくはたらいていた。そんな人だから，自分がの

んびり何もしないでいるということは耐えられないのだろう。１，１

分もそんな父親の影響を受けている。ついこのような対応をして

しまうのはそのためだろうというのである。このときの母親は淀

画
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常に蛾者が心がけていることは，子どもの行動を描的なものか

否かといった視点から捉えるのではなく，その行動の背後にはた

らいている気持ちに焦点を当てて考えていくことである。子ども

はなぜそのような行動をとったのか，その勤因(動機)に端、し‘
その意味を考えていこうというものである。その際，とりわけﾕli：
要だと思うのは，日頃の何げない識liIIの背後にはたらいているも
のに蒲目するということである。なぜなら，それらの言動にはそ
の人の歴史が深く反映しているからである。このことは美育軒を
はじめとしたわれわれ自身にとって，とりわけ重要な意味をもっ

ている。いま目の前で展開している親子関係の様相をつぶさに観
察するとともに，そこには雛γ耕脚身のこれまでの歴史がさまざ
まなかたちで反映しているということにも気づく必要がある。な
ぜなら，いま子どもの相手をしている錐育者自身も，常に子と'も
時代の自分を重ね合わせながら生きているからである。
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